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12人体制で　新議会スタート
第６回臨時会

　任期満了に伴う村議会議員選挙後の初議会は、９月１日に招集され、改選議員12名全員出
席のもとで議長、副議長の選挙をはじめ、常任委員と議会運営委員の選任、正副委員長の
互選、安達地方広域行政組合議会議員の選挙及び議会選出の監査委員選任を同意し閉会し
ました。

　

一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
の
議
会
改
選
に
当
り
、

不
肖
私
が
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
議
会
議
長
の
要
職
に
就

任
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
身

に
余
る
光
栄
と
存
じ
い
る
所
で
あ

り
ま
す
と
同
時
に
責
任
の
重
大
さ

も
痛
感
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
主
義
主
張
を
異
に
す

る
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

議
論
の
府
と
し
て
論
じ
、
大
玉
村

発
展
の
た
め
議
会
が
円
満
に
運
営

さ
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
力
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
い
ま
、
東
日
本
大
震
災
原
発

事
故
に
よ
り
農
畜
産
物
に
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
商

工
業
の
分
野
に
お
い
て
も
風
評
被

害
等
を
受
け
て
、
議
会
と
致
し
ま

し
て
も
、
行
政
と
一
体
と
な
り
諸

問
題
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
皆
々
様
の

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く

御
願
い
致
し
ま
し
て
、
議
長
の
就

任
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

議　

長　
　

佐　

藤　
　
　

悟

　

こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
副
議

長
の
要
職
を
拝
命
す
る
事
に
な

り
、
身
に
余
る
光
栄
と
同
時
に
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
い
る
所
で
ご

ざ
い
ま
す
。
議
長
の
補
佐
役
と
し

て
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
ま
、
本
村
に
と
っ
て
は
最
大

の
危
機
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島

第
一
原
発
事
故
に
よ
る
農
産
物
へ

の
風
評
被
害
、
子
ど
も
達
へ
の
放

射
能
に
対
す
る
健
康
不
安
な
ど
多

く
の
難
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今

こ
そ
村
民
の
皆
様
と
共
に
英
知
を

出
し
合
い
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
ゆ
く
決
意
で
す
の
で
、
村
民

各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
議
長　
　

遠　

藤　

義　

夫



大玉村議会だより3

議員定数
４人削減 12人体制で　新議会スタート

◦
総
務
文
教
常
任
委
員
会

鈴木　康広、佐々木市夫、遠藤　文一
○佐藤　誠一、◎押山　義則、佐藤　　悟

　総務文教常任委員会の仕事は、総務課、
企画財政課、税務課、出納室、アットホー
ムおおたま及び教育委員会の所管に関する
もの並びに他の常任委員会の所管に属さな
いものを取り扱います。

◦
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

遠藤　義夫、武田　悦子、佐原吉太郎
○菊地　利勝、◎須藤　軍蔵、鈴木　宇一

　産業厚生常任委員会の仕事は、農政課、建
設課、上下水道課、住民生活課、健康福祉課、
農地再生室、大玉村総合福祉センターさく
ら、大玉村地域包括支援センター及び農業
委員会の所管に関するものを取り扱います。

◦
議
会
運
営
委
員
会

須藤　軍蔵、押山　義則、佐藤　誠一
○武田　悦子、◎佐々木市夫、菊地　利勝

　議会運営委員会の仕事は、議会の会期及
び日程について協議し、議会を円滑に進め
ることを目的としています。

◦
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

◦
議
会
選
出
監
査
委
員

　

佐
藤　
　

悟

　

武
田　

悦
子

　

菊
地　

利
勝

※◎委員長　○副委員長
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認
定
の
請
願
が
あ
り
、さ
ら
に
は
、

沿
線
土
地
所
有
者
の
寄
付
に
よ
っ

て
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
の
確
保
が
可

能
と
な
り
、
今
後
、
生
活
道
路
と

し
て
の
維
持
管
理
の
適
正
を
期
す

た
め
に
、
道
路
法
第
八
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
路
線
を
認
定
す
る
も

の
。村

長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

既
に
本
年
の
四
月
よ
り
、
村
長

及
び
副
村
長
の
給
与
の
減
額
に
つ

い
て
継
続
実
施
し
て
き
た
。
厳
し

さ
を
増
す
地
域
経
済
や
雇
用
情
勢

等
の
深
刻
化
、
そ
し
て
何
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
を
含
め
、
当
面
の

国
難
で
も
あ
り
ま
す
福
島
第
一
原

発
事
故
災
害
の
現
状
を
鑑
み
、
本

年
十
月
一
日
か
ら
来
年
九
月
三
十

日
ま
で
の
一
年
間
、
減
額
率
を
引

き
上
げ
、
村
長
に
つ
い
て
は
百
分

の
十
に
、
副
村
長
に
つ
い
て
は
百

分
の
五
と
す
る
も
の
。

教
育
長
の
給
与
・
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

教
育
長
の
給
与
に
つ
い
て
、
減

額
率
を
百
分
の
五
に
引
上
げ
る
も

の
。

大
玉
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び

雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
、
税
制
の

整
備
を
図
る
た
め
の
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
大
玉
村

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
る
被
災
者
に
対

す
る
村
民
税
、
固
定
資
産
税
及

び
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

国
の
東
日
本
大
震
災
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
対
す
る

交
付
金
及
び
補
助
金
の
算
定
基
準

通
知
に
基
づ
き
、
主
に
国
民
健
康

保
険
税
に
係
る
減
免
に
つ
い
て
改

正
す
る
も
の
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
村
民
税
の

減
免
の
対
象
と
な
る
住
宅
又
は
家

9月 定例会開催
　９月定例会は、７日から14日までの８日間の会期で開かれました。
　今回の定例会は、平成22年度の歳入歳出決算を審査して認定に関する議決を行う決算議会でもあ
り、適正に予算が執行されたかについて、２日間にわたり慎重審議がなされ、決算認定11件、条例
改正４件、補正予算７件、村道認定１件、議員発議５件について審議しました。
　また、一般質問では、９名の議員が登壇し、各種行政課題等に対し村の考えを質問しました。

議
員
報
酬
削
減

大
玉
村
議
会
議
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

～
減
額
率
５
％
増
の
10
％
と
決
定
～

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
発
議
に
よ
り
、
議

員
報
酬
の
減
額
率
を
５
％
か
ら
５
％
増
の
10
％
と

し
、
期
間
を
平
成
24
年
９
月
30
日
ま
で
と
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

財
の
損
害
程
度
を
、
十
分
の
三
以

上
か
ら
十
分
の
二
以
上
に
改
正
す

る
も
の
。

　

固
定
資
産
税
の
減
免
の
対
象
と

な
る
家
屋
の
損
害
程
度
に
つ
い

て
、
国
の
示
す
災
害
の
被
害
認
定

基
準
に
基
づ
き
、
り
災
証
明
書
に

よ
り
認
定
さ
れ
る
区
分
に
改
正
す

る
も
の
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ

い
て
は
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が

死
亡
又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

り
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
の

減
免
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事

業
収
入
等
の
減
少
額
が
平
成
二
十

二
年
の
事
業
収
入
等
の
十
分
の
三

以
上
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き

の
減
免
、
主
た
る
生
計
維
持
者
以

外
の
被
保
険
者
が
行
方
不
明
と

な
っ
た
場
合
の
減
免
、
主
た
る
生

計
維
持
者
の
居
住
す
る
住
宅
に
損

害
を
受
け
た
場
合
の
減
免
、
避
難

の
た
め
の
立
ち
退
き
や
屋
内
退
避

の
区
域
指
定
の
た
め
、
避
難
や
退

避
を
行
っ
た
世
帯
の
減
免
、
特
定

避
難
勧
奨
地
点
に
指
定
さ
れ
た
た

め
避
難
を
行
っ
た
世
帯
の
減
免
に

か
か
る
一
部
改
正
。

村
道
路
線
の
認
定

　

宮
下
二
号
線
に
つ
い
て
は
、
大

山
字
宮
下
地
内
の
集
落
に
接
続
す

る
道
路
で
、
地
元
区
長
か
ら
村
道

議員発議
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請願・陳情一覧表

件　　　名 提　出　者 付託委員会 審査結果

平成24年度福島県小中学校新規教員採
用候補者選考試験の実施を求める意見
書採択を求める陳情書

二本松市亀谷二丁目245－２
福島県教職員組合安達支部

支部長　大谷敏彰
総務文教 採　択

●９月定例会に提出された陳情

議
員
発
議

委員長　佐々木市夫　　副委員長　遠藤　義夫

　このたびの東日本大震災がもたらした甚大な被害と同時に、東京電力福島第
一原子力発電所の事故は、発生後６ヶ月が経過するというのに、いまだ収束の
道筋が立っていない。
　本村においても、これらの被害に対して、一日も早い復旧・復興、そして再生、
創生が求められている。
　また、放射線の健康被害や、風評被害が懸念される中、安心・安全の生活が
根底から脅かされている今日、これらの対策について調査、研究を実施するも
のである。
　議会が本調査終了を決議するまで、継続して調査を行う。

補
正
予
算

　

今
回
の
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
６
会
計
の
補
正
予

算
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

会　計　名

一般会計 2億242万円 42億1,188万円

国民健康保険特別会計 50万円 8億1,462万円

アットホームおおたま特別会計 224万円 1億1,750万円

農業集落排水事業特別会計 550万円 1億7,141万円

介護保険特別会計 2,576万円 6億1,228万円

後期高齢者医療特別会計 127万円 6,077万円

大玉第二住宅団地造成事業特別会計 1,337万円 1,357万円

補　正　額 補正後予算額

目　的

委員の定数
議長を除く11名

「東日本大震災・原発事故対策特別委員会」設置
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慎
重
か
つ
適
切
な
財
政
運
営
を

●
財
源
確
保
及
び
財
政
運
営

　

景
気
の
低
迷
が
長
期
化
・
深
刻

化
し
て
い
る
経
済
状
況
の
中
で
、
前

年
度
よ
り
公
債
費
比
率
〇
・
八
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
八
・
八
％
。
準
公
債

費
比
率
一・
六
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
九
・

四
％
と
な
り
、
財
政
指
標
は
、
概
ね

適
正
の
範
囲
で
は
あ
る
。
一
方
、
経

常
収
支
比
率
は
一
・
四
ポ
イ
ン
ト
減

と
な
り
、
弾
力
性
が
少
し
改
善
方

向
を
示
し
た
。
今
後
計
画
さ
れ
る
、

事
業
の
計
画
的
・
重
点
化
に
配
慮

し
今
後
と
も
健
全
財
政
を
確
保
す

る
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
た
い
。

●
各
事
業
の
実
施

　

本
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
っ
た
が
、
地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
（
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
）、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事

業
、
玉
井
小
学
校
耐
震
改
修
工
事
、

大
山
幼
稚
園
耐
震
改
修
工
事
、
村

道
整
備
事
業
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
、
耕
作
放
棄
地
等

の
解
消
事
務
事
業
な
ど
、
重
点
的

に
取
り
組
ん
だ
事
に
対
し
て
評
価

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
耐
震
改
修
工
事
等
各

種
事
業
実
施
に
伴
う
公
債
費
に
基

づ
く
将
来
に
わ
た
る
負
担
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
、
効
率

的
、
必
要
性
に
基
づ
く
事
業
の
展

開
を
は
か
り
、
健
全
な
財
政
運
営

を
望
む
も
の
で
あ
る
。

●
税
の
収
納
率

　

村
税
を
詳
し
く
見
る
と
村
税
全

体
に
占
め
る
割
合
が
大
き
い
村
民

税
と
固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
、
収

納
率
が
村
民
税
で
一
・
一
％
減
の
八

九
・
七
％
、
固
定
資
産
税
で
は
一
・

二
％
減
の
九
一
・
三
％
で
あ
り
引
き

続
き
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ

た
い
。
国
保
税
に
お
い
て
も
、
収
納

率
は
一
・
二
％
減
の
七
二
％
と
低
下

し
て
お
り
、
特
段
の
徴
収
取
組
を
図

ら
れ
た
い
。
税
務
関
係
事
務
は
、
依

然
と
し
て
地
方
の
景
気
低
迷
等
に
よ

る
雇
用
環
境
の
悪
化
な
ど
、
困
難
な

状
況
で
は
あ
る
が
、
一
般
財
源
の
確

保
の
た
め
今
後
と
も
な
お
一
層
の
徴

収
努
力
を
図
り
収
納
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。

●
本
村
地
域
活
性
化

　

生
活
環
境
の
整
備
、
幹
線
道
路

等
社
会
資
本
の
基
礎
的
分
野
の
整

備
、
さ
ら
に
教
育
施
設
の
整
備
、
子

育
て
環
境
の
整
備
な
ど
の
諸
施
策

な
ど
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
今
後

の
村
勢
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と

思
料
さ
れ
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
一
層
進
展
す
る

中
で
、
住
民
が
現
実
に
直
面
し
て
い

る
問
題
を
的
確
に
把
握
し
、
住
民

の
視
点
に
立
っ
た
、
創
造
性
あ
ふ
れ

る
施
策
の
立
案
と
、
計
画
的
、
効

率
的
事
務
事
業
の
展
開
を
図
り
、

住
民
の
生
活
と
福
祉
の
向
上
に
向

け
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て

決
算
審
査
の
意
見
と
す
る
。

　

審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
ほ
か
特
別
会

計
の
決
算
書
及
び
同
付
属
書
類
は
、
い
ず
れ
も
関
係
諸
法
令
に

基
づ
い
て
作
成
さ
れ
、
そ
の
計
数
は
関
係
諸
帳
簿
と
符
合
し
て
い

る
。
収
入
・
支
出
と
も
合
法
的
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
財
政
運

営
全
般
に
つ
い
て
も
お
お
む
ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

代
表
監
査
委
員　

鈴　

木　
　

巧

議
会
選
出
監
査
委
員　

佐　

藤　
　

悟

審査意見

会
計
別
歳
出
決
算
額

会　計　名 支 出 総 額 執行率 主　な　事　業　内　容
一般会計 41億7,795万円 82.2％ 次ページの記表のとおり
国民健康保健 7億6,627万円 98.3％ 加入世帯数1,070世帯　加入者数2,096名　23．３．31現在
玉井財産区 282万円 73.4％ 下刈作業４日間　延63.5人、枝打ち作業３日間　延52人
アットホームおおたま 1億1,108万円 91.5％ 休憩者数13,205名　宿泊者数4,182名　入浴者数37,239名
老人保健 141万円 98.9％
農業集落排水事業 1億399万円 97.3％ 加入戸数517戸　加入率61.9％　23．３．31現在
土地取得 4,227万円 93.0％ 玉井種苗事業所跡地取得、玉井小学校駐車場用地取得など
介護保険（保険事業勘定） 5億1,988万円 87.7％ 第１号被保険者数1,937名　23．３．31現在
介護保険（サービス事業勘定） 120万円 55.9％ 介護予防支援計画総件数　298件
後期高齢者医療 5,852万円 95.4％ 被保険者数1,231人　23．３．31現在
大玉第二住宅団地造成事業 1億1,256万円 89.3％ ４月から分譲開始、11月末に32区画完売となった。
水道事業 2億1,137万円 － 給水人口7,833人　普及率78.3％　年間有収水量652,272㎥

41億８千万円一般会計 決算
認定
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総務費
●災害対策本部事務事業	 640万円
●公共土木施設災害応急復旧事務事業	 	
	 272万円
●地域情報通信基盤整備推進交付金事務事業	 	
	 ２億1,906万円
●学校情報通信技術環境整備事務事業	 	
	 4,530万円
●緊急避難道路の整備事務事業	 5,637万円

民生費
●社会福祉協議会に要する経費	 5,076万円
●重度心身障がい者援護事務事業	2,028万円
●障がい者自立支援法事務事業	 9,949万円
●居宅老人等の対策事務事業	 455万円
●少子化対策事務事業	 420万円
●児童手当等支給事務事業	 １億6,236万円
●子育て支援医療費等の助成事務事業	 	
	 4,260万円
●保育所増改築事務事業	 4,605万円

衛生費
●母子保健事務事業	 944万円
●予防接種事務事業	 1,447万円
●水道事業繰出し	 4,572万円
●検診事務事業	 2,208万円
●後期高齢者医療制度事務事業	１億607万円
●広域行政組合衛生事務事業	１億1,201万円

労働費
●緊急雇用創出事務事業	 811万円
●ふるさと雇用再生特別基金事務事業	 	
	 955万円

農林水産業費
●農業振興事務事業	 552万円
●中山間地域等直接支払制度	 4,432万円
●産業振興センター管理運営事務事業	 	
	 2,256万円

●生産調整の推進事務事業	 132万円
●農業後継者育成事務事業	 673万円
●畜産振興事務事業	 595万円
●堆肥センター運営事務事業	 1,243万円
●農業農村整備等事務事業	 3,205万円
●農業集落排水事業繰出し	 6,390万円
●耕作放棄地等の解消事務事業	 142万円
●林業振興事務事業	 613万円

商工費
●商工業振興事務事業	 3,487万円
●観光振興事務事業	 557万円

土木費
●道路台帳の整備等事務事業	 563万円
●道路維持事務事業	 5,369万円
●道路新設改良事務事業	 １億343万円

消防費
●安達地方広域行政組合消防費	１億484万円
●消防団活動事務事業	 2,368万円
●消防施設整備事務事業	 2,733万円

教育費
●スクールバス運行事務事業	 1,185万円
●学校施設耐震改修事務事業	３億1,221万円
●小学校の管理運営事務事業	 1,203万円
●小学校教育活動事務事業	 1,293万円
●中学校の管理運営事務事業	 1,048万円
●中学校教育活動事務事業	 1,032万円
●幼稚園管理運営事務事業	 7,193万円
●放課後子ども教室事務事業	 95万円
●学校支援地域本部事務事業	 124万円
●プール・テニスコート管理事務事業	 	
	 5,085万円
●給食センター共同事務事業	 4,185万円

一般会計の主な事業の概要
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一
般
質
問

村
民
の
安
心
・
安
全
、健
康

被
害
へ
の
対
応
は
。ま
た
、

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
の
導
入

は
。

第
一
に
除
染
に
取
組
み
ま

す
。区
長
を
中
心
に
対
応
を

図
り
ま
す
。被
曝
者
の
認
定
等
に
つ

い
て
は
、国
に
対
し
て
、特
別
立
法
措

置
を
要
求
し
、長
期
間
の
補
償
を
願

い
ま
す
。	

［
村
長
］

　

Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、現
時

点
で
は
検
討
中
。	［
健
康
福
祉
課
長
］

村
内
企
業
、直
売
所
へ
の
対

応
は
。

商
工
会
と
連
携
し
対
応
し

ま
す
。ま
た
、村
と
し
て
の
支

援
策
も
予
算
計
上
し
て
参
り
ま
す
。

	

［
企
画
財
政
課
長
］

　

直
売
所
、三
十
％
収
入
減
の
状
況

に
あ
り
ま
す
。ま
た
、会
員
の
被
害
に

つ
い
て
も
、請
求
可
能
か
検
討
中
で

す
。	

［
農
政
課
長
］

除
染
の
た
め
に
、各
行
政
区

へ
の
支
援
村
職
員
の
配
慮

は
、大
い
に
評
価
す
る
。今
後
除
染
に

限
ら
ず
、各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

発
展
の
た
め
、職
員
の
活
躍
を
願
い

た
い
。

　

住
民
の
健
康
管
理
の
た
め
の
、専

任
健
康
指
導
員
の
配
置
は
。

　

農
業
の
生
産
管
理
の
た
め
の
専
任

指
導
員
の
確
保
を
願
い
た
い
。

今
後
も
行
政
区
の
支
援
職

員
と
し
て
配
置
す
る
。	

	

［
村
長
］

　

健
康
相
談
員
の
配
置
は
検
討
中
。

現
時
点
で
は
未
定
。

	

［
健
康
福
祉
課
長
］

　

特
定
の
農
業
指
導
員
の
確
保
は
、

現
在
の
専
門
機
関
の
充
実
、強
化
を

要
請
し
対
応
す
る
。	

	

［
村
長
］

村
内
の
事
故
に
よ
る
直
接

被
害
、間
接
被
害
状
況
の
把

握
は
。

現
在
、「
園
芸
関
係
、約
四
百

十
五
万
円
、仮
払
い
額
、三

十
九
万
円
」「
畜
産
関
係
、四
百
五
十

六
万
円
、仮
払
い
額
百
三
十
八
万
円
」

に
つ
い
て
把
握
し
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
。間
接
的
被
害
い

わ
ゆ
る
風
評
被
害
に
つ
い
て
は
、全

く
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。	

	

［
住
民
生
活
課
長
］

　

色
々
な
現
場
の
状
況
が
あ
る
の

で
、そ
れ
ぞ
れ
に
調
査
し
計
画
を
立

て
て
除
染
活
動
を
進
め
て
い
く
。国

と
し
て
の
財
政
的
、技
術
的
支
援
が

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で
、村
と
し

て
の
補
助
を
検
討
し
た
い
。

［
住
民
生
活
課
長
］

政
府
は
毎
年
六
十
億
円
以

上
の
税
金
を
使
っ
て
原
子

力
の
安
全
神
話
を
国
民
に
刷
り
込
ん

で
き
た
が
、原
発
推
進
の
た
め
の
教

育
か
ら
放
射
線
防
護
や
再
生
可
能
エ

通
学
路
を
中
心
に
、地
域
ご

と
に
除
染
を
進
め
る
と
の

こ
と
だ
が
、汚
染
土
壌
の
仮
置
場
の

見
通
し
は
ど
う
か
。ま
た
、具
体
的
な

除
染
方
法
を
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。各
家
庭
で
の
除
染
へ
の
補
助
や

村
が
作
業
を
代
行
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
う
。子

ど
も
達
の
健
康
を
守
る

と
い
う
立
場
か
ら
、各
区
に

仮
置
場
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い

る
。	

［
村
長
］

原
発
事
故
に
対
す
る
行
政
の
取
組
み
を
問
う

▲除染の済んだ神社境内と、地震被害の慰霊碑

［
武
田
悦
子
議
員
］

［
押
山
義
則
議
員
］

問答原
発
事
故
の
汚
染
を
除
去
す
る
に
は

問答

・
地
震
被
害
に
よ
る
村
内
各
所
の
記
念
碑
等
の
実
態
と
復
旧
に
つ
い
て

・
村
議
選
を
省
み
て

他
に
次
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

問

問

答

問

ネ
ル
ギ
ー
、環
境
教
育
に
転
換
す
べ

き
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

平
成
二
十
二
年
に
文
科
省

の
委
託
事
業
で
中
学
校
を

対
象
に
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
学
習

を
行
っ
た
。放
射
線
に
対
す
る
基
本

的
問
題
や
健
康
リ
ス
ク
に
つ
い
て

も
、様
々
な
機
会
を
と
ら
え
指
導
し

て
い
く
。

　

原
発
に
つ
い
て
は
、来
年
度
の
教

育
課
程
に
組
み
入
れ
て
学
習
さ
せ

た
い
。　　
　
　
　
　
　
［
教
育
長
］

ア
パ
ー
ト
な
ど
に
住
ん
で
お

り
、積
算
線
量
の
貸
し
出
し

な
ど
重
要
な
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
方

が
い
る
。村
広
報
誌
や
、原
発
事
故
に

よ
る
健
康
不
安
に
関
す
る
情
報
等
は

何
と
し
て
も
届
け
る
べ
き
と
思
う
が

そ
の
考
え
は
。

原
則
的
に
は
組
等
に
入
っ

て
い
な
い
方
に
は
配
布
し
て

い
な
い
。	

［
総
務
課
長
］

　

全
住
民
に
届
け
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
責
務
と
考
え
る
。	

［
村
長
］

答

答

▲役場で行われた除染講習会

問

問答答
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一
般
質
問

て
、リ
ス
ク
を
負
う
責
任
と
義
務
が

あ
る
と
考
え
る
。再
度
報
酬
削
減

の
考
え
を
伺
う
。

法
律
上
、認
め
ら
れ
る
訴

訟
が
、悪
い
と
は
、一
言
も

言
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。報
酬
絡
み
の

質
問
の
中
で
、村
長
と
は
、執
行
に

対
し
て
重
大
な
責
任
が
あ
る
と
申

し
上
げ
た
次
第
で
す
。む
し
ろ
、削

減
と
い
う
考
え
方
よ
り
、報
酬
に

恥
じ
な
い
仕
事
を
す
る
こ
と
、責
任

を
果
た
す
こ
と
と
、前
向
き
に
捉
え

て
お
り
ま
す
。	

［
村
長
］

財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、

復
旧
、復
興
の
た
め
、特
に

村
長
、議
員
の
報
酬
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
、改
め
て
伺
う
。

財
源
確
保
は
、現
状
を
踏

ま
え
て
当
然
必
要
で
あ
り

ま
す
。議
会
同
様
、諸
般
の
状
況
を

踏
ま
え
て
、減
額
に
つ
い
て
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

	

［
村
長
］

議
員
報
酬
削
減
に
つ
い

て
、村
財
政
上
か
ら
、報
酬

の
妥
当
性
を
改
め
て
伺
う
。

議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
、

意
見
を
述
べ
る
考
え
は
あ

り
せ
ん
。	

［
村
長
］

村
長
報
酬
削
減
に
つ
い

て
、過
去
の
十
年
間
の
裁

判
で
の
リ
ス
ク
を
負
う
立
場
か
ら
、

報
酬
は
高
い
と
は
思
わ
な
い
と
の

趣
旨
の
答
弁
で
し
た
が
、村
長
と
し

ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

［
農
政
課
長
］

　

国
の
個
々
具
体
的
な
指
針
が
定

ま
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
が
、

し
っ
か
り
と
情
報
収
集
し
住
民
の

皆
さ
ん
へ
知
ら
せ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、き
ち
ん
と
し
た
方
針
を

国
に
示
さ
せ
る
よ
う
要
請
し
て
い

く
。	

［
村
長
］

今
年
か
ら
十
年
の
大
玉
村

の
進
む
方
向
を
示
す
振
興

計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。過
去
十

年
の
実
態
と
変
化
を
（
平
成
の
大

合
併
や
農
業
状
況
な
ど
）を
踏
ま

え
た
村
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

を
掲
げ
て
い
る
。放
射
性
物
質
で
、

人
も
動
物
も
水
も
す
べ
て
が
け
が

さ
れ
て
い
る
。こ
の
こ
と
の
対
策
な

く
し
て
は
、振
興
計
画
は
一
歩
も
進

ま
な
い
と
思
わ
れ
る
村
当
局
の
考

え
を
伺
う
。

第
四
次
振
興
計
画
の
三
つ

の
基
本
目
標
に
つ
い
て
は

変
わ
り
な
い
が
、具
体
的
な
政
策

に
つ
い
て
は
、事
故
の
収
束
等
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。	

［
村
長
］

　

十
五
の
施
策
に
つ
い
て
は
、数
値

目
標
等
の
見
直
し
の
必
要
性
が
あ

る
と
判
断
す
る
。県
の
復
興
基
本

計
画
等
に
即
し
な
が
ら
見
直
し
の

時
期
を
確
定
し
て
い
き
た
い
。そ
れ

ま
で
の
間
は
ロ
ー
リ
ン
グ
で
行
う

実
施
計
画
で
柔
軟
な
対
応
を
図

る
。	

［
企
画
財
政
課
長
］

稲
ワ
ラ
の
汚
染
で
、改
め

て
畜
産
や
堆
肥
な
ど
農
業

の
循
環
が
な
さ
れ
て
来
た
こ
と
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
来
た
こ

と
を
感
じ
る
。

　

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と

食
の
安
全
に
対
す
る
短
期
、長
期

の
対
策
を
し
っ
か
り
確
立
し
て
行

く
こ
と
が
今
、求
め
ら
れ
る
。

稲
ワ
ラ
、も
み
殻
な
ど
水

田
か
ら
の
循
環
型
農
業
が

堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
行
わ
れ

て
き
た
が
、現
在
堆
肥
の
流
通
が
止

六
月
議
会
「
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
」

一
般
質
問
の
村
長
の
答
弁
に
対
し
て

▲不安が残る稲ワラ ▲地震被害からの災害復旧工事（山城地内）

［
須
藤
軍
蔵
議
員
］

［
佐
原
吉
太
郎
議
員
］

問放
射
性
物
質
と
「
食
と
農
」
に
つ
い
て

問

三
・
一
一
の
二
つ
の
災
害
と
村
振
興
計
画
の
位
置
づ
け

答

答

問

答問

問答答
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一
般
質
問

ギ
ー
に
よ
る
電
源
供
給
県
に
、こ
れ

を
機
会
に
変
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

	

［
村
長
］

ふ
く
し
ま
復
興
に
向
か
っ

て
、最
先
端
医
療
、放
射
線

国
際
研
究
機
関
、再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
の
、立
法
措
置
と
福
島
特
区

に
つ
い
て
、強
力
に
国
に
働
き
掛
け

る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

特
別
立
法
措
置
と
損
害
賠

償
、そ
し
て
国
家
戦
略
の

も
と
で
仕
事
づ
く
り
、そ
し
て
、除

染
が
最
優
先
と
考
え
る
。

　

そ
の
上
で
先
ず
復
旧
を
し
て
、

復
興
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。優
先
順
位
等
は
国
で
決
め
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、産
業
経
営

の
た
め
の
国
際
的
研
究
機
関
の
設

置
、再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
世
界
最
先

端
の
研
究
拠
点
、ま
た
環
境
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
集
積
や
育

成
、雇
用
の
創
出
の
た
め
の
要
望
を

す
る
。具
体
的
に
は
、バ
イ
テ
ク
発

電
、小
水
力
の
発
電
を
検
討
し
た

い
。ま
た
、放
射
線
に
関
す
る
国
際

機
関
の
設
置
、誘
致
を
し
た
い
。

	

［
村
長
］

罹
災
証
明
書
の
発
行
と
決

定
に
つ
い
て
、一
部
村
民
か

ら
異
論
の
声
が
聞
か
れ
る
が
、被
災

者
の
立
場
に
立
っ
た
柔
軟
な
姿
勢

が
望
ま
れ
る
。ま
だ
余
震
が
続
く

中
、再
発
行
は
可
能
か
。

国
の
認
定
基
準
の
運
用
指

針
に
基
づ
い
て
事
務
処
理

を
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、調
査

後
に
、余
震
な
ど
で
一
部
損
壊
か

ら
、被
害
が
拡
大
す
る
要
素
も
考

え
ら
れ
る
の
で
、相
談
し
て
頂
け
れ

ば
再
調
査
も
可
能
な
の
で
、税
務

課
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
。

	

［
税
務
課
長
］

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大

震
災
と
原
発
事
故
に
よ

る
、放
射
線
汚
染
よ
り
、健
康
、農

業
、商
工
業
、環
境
と
あ
ら
ゆ
る
産

業
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

福
島
県
民
や
全
国
民
、そ
し
て
世

界
を
震
撼
さ
せ
た
原
発
の
あ
り
よ

う
に
つ
い
て
、村
長
の
見
解
を
問

う
。

脱
原
発
、福
島
県
は
そ
う

い
う
こ
と
で
県
づ
く
り
を

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。原
発
頼
り

の
電
源
供
給
県
か
ら
自
然
エ
ネ
ル

き
た
い
。

　

酪
農
家
の
一
番
二
番
草
は
、方
針

が
出
る
ま
で
仮
置
き
し
て
い
た
だ

く
し
か
な
い
。

　

直
売
所
の
芝
を
は
が
し
た
の
は
、

不
特
定
多
数
の
方
が
出
入
り
す
る

所
で
あ
り
、芝
を
は
が
す
こ
と
で
線

量
が
下
が
る
と
い
う
理
由
で
、当
分

は
芝
生
は
無
理
だ
と
理
解
し
て
お

り
ま
す
。	

［
村
長
］

ま
ず
住
宅
入
居
し
た
住
民

の
声
と
し
て
、使
い
勝
手

が
悪
い
、部
屋
の
狭
さ
、火
災
の
不

安
、住
ん
で
み
て
初
め
て
分
か
る
こ

と
ば
か
り
と
の
こ
と
。ま
た
、三
人

で
二
間
し
か
な
い
仮
設
住
宅
は
狭

す
ぎ
る
。物
資
を
も
ら
っ
て
も
置
く

所
が
な
い
。

　

大
玉
村
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
住

宅
の
部
屋
の
入
居
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
い

ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
ま
す

が
、村
と
し
て
は
、場
所
を
提
供
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、そ
の
中

身
に
つ
い
て
は
、直
接
該
当
の
市
町

村
と
県
が
調
整
を
取
り
合
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

［
村
長
］

学
校
、幼
稚
園
、公
園
等
の

公
共
用
地
以
外
の
除
染
は

ど
う
す
る
の
か
伺
う
。通
学
路
等

の
除
染
は
ど
う
か
。

　

農
業
関
係
に
お
い
て
、酪
農
家

の
一
番
二
番
草
は
ど
う
処
理
す
る

か
。直
売
所
の
芝
を
は
が
し
、土
、砂

利
を
ひ
き
ま
し
た
が
、理
由
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。今
後
は
ど
う
す
る
か

伺
う
。

仮
置
場
を
決
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
、道
路
側
溝
等
は

地
域
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
に
よ
る

本
村
の
対
応
と
取
組
に
つ
い
て

▲除染中のふれあい広場（７月下旬）

▲小水力発電

［
佐
藤
誠
一
議
員
］

［
鈴
木
宇
一
議
員
］

問

問

原
発
事
故
に
つ
い
て

問

問

答

答

仮
設
住
宅
に
つ
い
て

答

答

答

問
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一
般
質
問

二
割
以
上
の
損
害
程
度

が
、減
免
の
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。	

［
税
務
課
長
］

窓
口
相
談
で
の
各
種
証
明

書
の
発
行
状
況
は
。

証
明
書
関
係
、罹
災
証
明

関
係
、そ
れ
か
ら
被
災
者

再
建
支
援
法
関
係
な
ど
で
、被
災

証
明
に
つ
い
て
は
、三
千
四
百
八
十

八
件
ほ
ど
で
す
。［

住
民
生
活
課
長
］

自
然
災
害
に
よ
り
生
活
基

盤
に
著
し
い
被
害
を
受
け

た
被
災
者
に
対
し
、生
活
支
援
金

を
支
給
す
る
よ
う
で
す
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
支
援
策
を
伺
い
そ
の
状
況

は
。

広
報
を
通
じ
て
全
戸
に
広

報
し
、制
度
の
利
用
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

	

［
健
康
福
祉
課
長
］

村
税
等
の
減
免
の
対
応

は
。

低
年
齢
者
の
村
外
や
県
外

へ
の
移
住
に
つ
い
て
問
う
。

小
学
生
が
六
名
、中
学
生

が
四
名
で
す
。県
外
避
難

は
九
名
で
す
。	

［
教
育
総
務
課
長
］

　

乳
幼
児
の
避
難
に
つ
い
て
は
十

名
と
な
っ
て
お
り
、う
ち
二
名
は
転

出
、八
名
は
避
難
で
す
。

［
健
康
福
祉
課
長
］

今
後
の
避
難
状
況
の
予
測

と
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
。

除
染
な
ど
の
対
応
を
進
め

る
こ
と
で
、多
数
に
な
る
こ

と
は
無
い
と
考
え
る
。ま
た
、転
出

先
の
教
育
委
員
会
と
連
絡
を
取
り

問
題
の
無
い
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。	

［
教
育
長
］

転
出
の
原
因
に
は
、親
の

就
業
状
況
な
ど
も
考
え
ら

れ
る
。村
内
雇
用
に
つ
い
て
問
う
。

全
国
平
均
と
比
べ
て
少
し

低
い
状
況
に
あ
り
、避
難

者
の
方
々
の
雇
用
ま
で
は
回
ら
な

い
と
い
う
現
状
に
あ
る
。断
続
的
に

雇
用
関
係
の
連
絡
協
議
会
を
開
き

な
が
ら
対
応
を
図
っ
て
い
る
。ま

た
、雇
用
情
報
を
役
場
掲
示
板
や

プ
ラ
ン
ト
の
行
政
コ
ー
ナ
ー
等
で

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

［
企
画
財
政
課
長
］

今
、必
要
と
さ
れ
て
い
る

除
染
の
目
的
は
何
か
。

放
射
線
量
の
低
減
に
あ

る
。こ
れ
は
、村
民
の
健
康

の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

	

［
村
長
］

通
学
路
の
除
染
を
、ど
の
よ

う
な
方
法
で
進
め
る
か
。

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。現

時
点
で
は
仮
置
場
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

［
住
民
生
活
課
長
］

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
へ
の
支
援
体
制
と
対
応
に
つ
い
て

▲線量を測ってみたよ！

▲井戸水のモニタリング検査

［
鈴
木
康
広
議
員
］

［
菊
地
利
勝
議
員
］

問原
発
事
故
に
よ
る
様
々
な
影
響
に
つ
い
て

問 答答

・
義
捐
金
の
配
分
状
況
と
返
還
の
有
無
に
つ
い
て

他
に
次
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

問

今
年
中
く
ら
い
に
は
何
と

か
め
ど
を
つ
け
た
い
と
思

う
。	

［
村
長
］

地
下
水
の
安
全
性
の
観
点

か
ら
、井
戸
水
等
の
放
射

線
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
に
つ

い
て
伺
う
。

村
の
方
で
は
検
査
は
不
可

能
で
す
。保
健
所
単
位
に
そ

れ
ぞ
れ
水
道
水
の
検
査
機
器
を
導

入
予
定
。村
民
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ

周
知
を
申
し
上
げ
、検
査
に
入
っ
て

い
き
た
い
。	

［
上
下
水
道
課
長
］

今
回
の
大
震
災
に
お
い

て
、地
域
防
災
計
画
に
基

づ
い
た
動
き
が
で
き
た
か
、行
政
区

等
で
、実
践
的
な
防
災
訓
練
を
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、当
局
の
方

針
は
。

各
地
域
に
根
ざ
し
た
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
く
、

地
域
で
で
き
る
実
践
的
な
防
災
訓

練
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

［
住
民
生
活
課
長
］

他
自
治
体
と
の
防
災
協
定

の
締
結
の
推
進
状
況
は
。

地
域
防
災
と
危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

問答

問

答 問

答 問

答

問

答問答

問

答問答

答



大玉村議会だより 12

一
般
質
問

役
場
駐
車
場
の
積
算
放
射

線
量
か
ら
し
て
、
一
般
的

な
日
常
生
活
で
今
日
ま
で
の
被
曝

線
量
を
伺
う
。
ま
た
、
本
村
に
於

け
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
を
吸

い
込
む
こ
と
に
よ
る
、
被
曝
線
量

値
を
伺
う
と
共
に
放
射
性
物
質
を

含
む
水
や
食
物
の
摂
取
に
よ
る
内

部
被
曝
線
量
を
、
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
伺
う
。

四
月
十
二
日
積
算
計
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
推
計
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
屋
外

放
射
能
対
策
に
つ
い
て

▲包括支援センターに設置される、放射性物質簡易測定器

問答

既
に
報
道
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
福
島
・
二
本
松
・

本
宮
・
郡
山
、
各
市
で
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
の
導
入
、
購
入

を
予
算
化
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
本

村
で
も
村
民
の
放
射
線
の
内
部
被

曝
を
測
定
、
よ
り
確
か
な
健
康
状

態
を
把
握
し
安
心
し
て
も
ら
う
べ

き
で
す
。
当
然
、
東
電
に
損
害
賠

償
を
請
求
し
な
が
ら
、
早
急
に

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
の
導

早
急
に
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
の

導
入
に
つ
い
て

問

［
遠
藤
文
一
議
員
］

他
に
次
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

・
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て

入
を
求
め
る
。

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
い
ま
、

内
部
的
に
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

	

［
村
長
］

に
八
時
間
屋
内
に
十
六
時
間
と
仮

定
す
る
と
、
一
・
八
七
ミ
リ
と
推

計
し
て
お
り
ま
す
。

［
住
民
生
活
課
長
］

　

自
家
用
野
菜
な
ど
放
射
性
物
質

の
検
査
を
さ
れ
ず
に
食
し
て
も
継

続
的
に
食
し
て
い
な
け
れ
ば
内
部

被
曝
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
農
作
物
の
汚
染
を
調
べ
る
機

械
が
入
り
安
全
の
確
保
は
可
能
だ

と
考
え
ま
す
。

［
健
康
福
祉
課
長
］

意見書提出意見書提出
議員発議

平
成
二
十
四
年
度
福
島
県
小
中
学
校
新
規
教
員
採
用

候
補
者
選
考
試
験
の
実
施
を
求
め
る
意
見
書

　

去
る
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震

災
お
よ
び
原
発
事
故
は
、
福
島
県
民

お
よ
び
子
ど
も
た
ち
の
日
常
の
生
活

を
大
き
く
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
双
葉
地
区
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

影
響
は
深
刻
で
す
。
何
の
説
明
も
な

く
着
の
身
着
の
ま
ま
の
避
難
を
強
い

ら
れ
、
家
族
を
亡
く
す
な
ど
被
災
状

況
も
一
人
ひ
と
り
異
な
り
、
学
校
現

場
で
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
に
努

力
し
て
い
る
も
の
の
課
題
も
抱
え
て

い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
た
ち
心
の
ケ
ア
へ
の
対
応
は
、
き

め
細
か
な
手
立
て
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
散
り
散
り

に
な
り
、
県
立
高
校
で
も
サ
テ
ラ
イ

ト
校
や
仮
設
校
舎
の
教
育
環
境
と
な

る
学
習
条
件
の
不
便
な
ど
に
よ
り
、

極
度
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
児
童
生

徒
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

双
葉
地
区
の
教
職
員
の
多
く
は
、
自

ら
も
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
に
向
き
合
う
た
め
困
難
と
限

界
を
抱
え
な
が
ら
日
々
奮
闘
し
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
福
島
県
教
育
委
員
会

は
、
双
葉
地
区
の
児
童
生
徒
及
び
放

射
線
不
安
に
よ
り
県
内
外
へ
の
避
難

転
校
と
子
ど
も
の
減
少
を
受
け
、
来

春
の
小
中
学
校
教
員
採
用
を
見
送

り
、
採
用
候
補
者
選
考
試
験
を
取
り

や
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
立
高
校

も
前
年
の
三
分
の
一
弱
の
約
三
十
人

に
削
減
し
た
採
用
枠
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
県
内
の
教
育
現
場
で
は
、
通

常
の
教
職
員
定
数
に
基
づ
く
配
置
だ

け
で
な
く
、
年
度
途
中
の
採
用
を
含

め
早
期
の
募
集
再
開
と
弾
力
的
な
人

材
活
用
策
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

今
夏
、
本
県
の
他
県
教
員
採
用
候

補
者
選
考
試
験
出
願
者
数
は
、
こ
れ

ま
で
に
な
く
増
え
、
毎
年
本
県
合
格

者
の
多
く
を
占
め
る
福
島
大
学
生
の

他
県
受
験
が
急
増
し
、
地
元
教
員
養

成
機
関
と
し
て
存
在
意
義
が
問
わ
れ

か
ね
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
行
制
度
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
非
常
時
に
対
応
し
、
被
災
地
域
で

あ
る
福
島
県
は
、
思
い
切
っ
た
二
十

五
人
学
級
編
制
実
施
や
養
護
教
員
の

増
員
も
考
慮
す
べ
き
で
す
。

　

復
興
の
希
望
で
あ
る
子
ど
も
の
成

長
を
支
え
る
た
め
、
困
難
を
か
か
え

る
子
ど
も
た
ち
の
「
か
ら
だ
と
心
の

健
康
」
保
障
に
努
力
す
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
平
成
二
十

四
年
度
福
島
県
小
中
学
校
新
規
教
員

採
用
候
補
者
選
考
試
験
の
実
施
を
す

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

提
出
先　

福
島
県
知
事
、
福
島
県
教

育
委
員
会
委
員
長

答
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玉
十
一
区
を
除
く
地
区
の
調
査
者
の

平
均
は
、
一
、
五
〇
六
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

避
難
者
の
実
人
数
は
二
百
二
十
九

名
、
期
間
中
の
延
べ
人
数
は
一
万
二

千
三
百
二
十
二
名
で
あ
り
ま
し
た
。

　

避
難
所
閉
鎖
後
、
空
調
設
備
更
新

工
事
及
び
内
装
関
係
の
修
繕
・
清
掃

等
を
行
い
、
本
館
は
八
月
一
日
、
コ

テ
ー
ジ
は
八
月
十
三
日
に
通
常
営
業

を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
二
回
大
玉
村
小
中
学
生
広
島
平

和
記
念
式
典
派
遣
事
業
、
八
月
六
日

の
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の
参
加

は
、
小
中
学
生
団
員
六
名
と
指
導
主

事
、
大
山
小
学
校
教
諭
一
名
の
計
八

名
。

　

今
回
は
、
原
発
事
故
災
害
の
福
島

県
か
ら
の
参
加
と
い
う
こ
と
で
、
地

元
テ
レ
ビ
局
等
で
話
題
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
、
昨
年
と
は
違
っ
た
か
た
ち
で
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

被
災
者
受
入
支
援
事
業
は
、「
秋

田
県
に
お
け
る
夏
休
み
期
間
の
児

童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
五
泊
六
日
の
日
程
で
、
二
十
八
名

の
児
童
生
徒
が
参
加
し
た
。

の
一
㌔
当
た
り
五
百
ベ
ク
レ
ル
を
超

え
た
場
合
は
、
旧
市
町
村
単
位
で
出

荷
制
限
を
受
け
る
。

　

予
備
調
査
は
、
収
穫
前
の
一
週
間

前
を
め
ど
に
稲
を
坪
刈
り
し
、
脱

穀
・
乾
燥
・
調
整
し
た
玄
米
を
対
象

に
調
査
。

　

本
調
査
は
、
予
備
調
査
で
明
ら
か

に
な
っ
た
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
基
に
調

査
す
る
も
の
で
、
コ
メ
一
㌔
当
た
り

二
百
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
た
市
町
村
は

重
点
地
域
に
指
定
さ
れ
、
作
付
面
積

約
十
五
㌶
ご
と
に
セ
シ
ウ
ム
を
測
定

し
、
二
百
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
場
合
は
、

旧
市
町
村
ご
と
に
調
査
を
行
う
も

の
。
な
お
、
本
調
査
の
結
果
が
判
明

す
る
ま
で
は
、
そ
の
市
町
村
全
域
で

出
荷
や
販
売
の
自
粛
が
要
請
さ
れ
る

た
め
、
各
農
家
へ
周
知
を
図
る
た
め
、

説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

個
人
住
宅
改
良
支
援
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
本
事
業
は
、
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
害
箇
所
の
修
理
も
対
象
と
な
る

こ
と
か
ら
、
八
月
末
ま
で
に
三
十
件

の
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、

震
災
に
よ
る
被
害
箇
所
の
修
理
が
二

十
三
件
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
も

の
が
七
件
。

　

富
岡
町
の
仮
設
住
宅
の
入
居
の
状

況
は
、
現
在
、
百
五
十
四
世
帯
（
百

八
十
一
戸
）
三
百
二
十
二
人
。

　

今
次
定
例
会
に
あ
た

り
、
議
会
の
運
営
に
関

す
る
基
準
第
五
章
第
五

十
七
に
基
づ
き
、
行
政

報
告
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
要
約
し
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

（
九
月
七
日
現
在
）

　

第
十
一
回
お
お
た
ま
夏
ま
つ
り

は
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が

訪
れ
盛
大
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
年
は
「
お
お
た
ま
夏
ま
つ
り

with

富
岡
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
玉
村

と
富
岡
町
の
郷
土
ま
つ
り
の
共
演
を

実
現
し
、
夕
方
に
は
、
玉
井
神
社
の

太
鼓
台
の
音
色
と
と
も
に
、
四
百
年

以
上
伝
わ
る
『
麓
山
の
火
祭
り
』
に

よ
る
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
響
き
合

い
、
場
内
の
雰
囲
気
を
一
気
に
盛
り

上
げ
、
多
く
の
観
衆
を
魅
了
し
た
。

市
毛
良
枝
さ
ん
に
は
盆
踊
り
に
参
加

す
る
な
ど
、
一
日
を
通
し
て
ま
つ
り

を
盛
り
立
て
て
い
た
だ
い
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
、
花
火
大
会
は
約
千

三
百
発
の
花
火
が
夜
空
に
咲
き
誇
り
、

大
玉
村
と
富
岡
町
の
復
興
に
向
け
大

き
な
元
気
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

コ
メ
の
放
射
性
物
質
の
調
査
に
つ

い
て
、
放
射
性
物
質
調
査
は
、
収
穫

前
の
予
備
調
査
と
収
穫
後
の
本
調
査

と
の
二
段
階
で
行
い
、
暫
定
規
制
値

行政報告

　

環
境
放
射
能
の
測
定
に
つ
い
て
、

各
家
庭
の
測
定
を
六
月
末
に
実
施
、

八
月
か
ら
は
、
測
定
器
を
四
十
三
台

購
入
し
各
行
政
区
長
を
通
じ
貸
し
出

し
て
い
る
。

　

現
在
、
比
較
的
放
射
線
量
の
高
い

地
域
か
ら
公
園
等
の
除
染
を
計
画
的

に
進
め
て
い
る
。
通
学
路
や
集
会
施

設
の
除
染
は
、
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
行
政
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
団
体

の
協
力
を
得
て
進
め
て
い
く
。
除
染

に
よ
り
発
生
す
る
土
砂
や
草
等
の
一

時
保
管
場
所
は
、
地
域
住
民
の
了
解

の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
確
保
を
お
願
い

し
、
併
せ
て
、
個
人
宅
の
除
染
等
も
、

周
知
を
図
り
進
め
る
。

　

積
算
線
量
計
の
運
用
状
況
は
、
特

に
妊
婦
と
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
を
先

行
し
七
月
二
十
七
日
か
ら
貸
出
を
開

始
。
八
月
末
現
在
で
の
貸
し
出
し
状

況
は
、
予
約
者
が
九
十
二
名
に
対
し
、

実
際
に
貸
し
出
し
た
数
は
八
十
六

台
。
ま
た
、
調
査
終
了
者
は
七
十
三

名
で
、
被
曝
積
算
線
量
の
最
大
値

が
、
大
玉
十
一
区
で
年
間
三
、
三
三

二
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
最
低
値

は
、
大
玉
十
四
区
で
一
、
〇
七
五
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
っ
た
。
全

調
査
者
の
平
均
が
一
、
七
三
九
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
り
、
二
行
政

区
が
平
均
を
超
え
た
。
大
玉
十
一
区

の
調
査
数
は
二
十
三
名
で
全
体
の
三

十
一
・
五
％
を
占
め
、
全
体
の
平
均

を
押
し
上
げ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
大

企
画
財
政
課
関
係

農
政
課
関
係

建
設
課
関
係

住
民
生
活
課
関
係

健
康
福
祉
課
関
係

臨時会議

議案番号 件　　　名 内　　　容 結　果

議案第50号
平成23年度大玉村一般会計
補正予算の専決処分の承認
を求めることについて

東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事
故に対して、早急に対応しなければならない緊急性
の高い事務事業（教育施設等グランド表土除去に要
する経費など）の先決処分の承認を求めるもの

可　決

議案第51号 監査委員の選任につき同意
を求めることについて 議会選出監査委員の選任への同意を求めるもの 可　決

●９月１日

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
お
お
た
ま
関
係

教
育
総
務
課
関
係

生
涯
学
習
課
関
係
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ウ
ム
を
含
ん
だ
土
埃
を
吸
い
込
ん
で

い
る
か
も
と
不
安
に
な
り
な
が
ら
、

天
気
を
気
に
し
作
業
を
進
め
る
こ
ん

な
時
に
余
計
な
こ
と
は
考
え
た
く
な

い
。
せ
め
て
十
一
月
以
降
な
ら
時
間

も
で
き
る
の
に
、
こ
ん
な
事
を
さ
れ

る
と
愚
痴
し
か
出
て
こ
な
い
。

　

今
後
の
大
玉
村
を
担
う
村
議
会
な

の
だ
か
ら
も
う
少
し
空
気
を
読
ん
で

活
動
し
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
村
議
会
の

柔
軟
で
素
早
い
対
応
に
よ
り
原
子
力

災
害
の
風
評
被
害
等
が
一
日
で
も
早

く
収
ま
る
こ
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
大
玉
村
に
生
ま
れ
て
四

十
年
今
の
仕
事
（
農
業
）
を
始
め

て
二
十
年
、
就
農
し
た
当
時
、
専

業
農
家
と
い
っ
て
も
稲
作
農
家
の

典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
で
農
閑
期
に

は
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し
な
が
ら

春
か
ら
秋
に
か
け
て
農
業
を
行
う

第
一
種
兼
業
農
家
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
十
年
、
農
業
改
良

普
及
所
や
農
協
、
役
場
農
政
課
の

指
導
に
よ
り
い
ま
ど
き
の
六
次
化

と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
一
年

間
を
通
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
農
業
（
稲
作
）
に
つ

い
て
、
あ
ま
り
良
く
な
い
事
ば
か

り
、
減
反
の
増
加
そ
の
後
平
成
の

コ
メ
騒
動
タ
イ
米
の
緊
急
輸
入
さ

ら
に
米
余
り
に
も
関
わ
ら
ず
ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
、
さ
ら

に
米
価
は
下
が
り
経
費
は
上
が
り

利
益
は
少
な
く
人
件
費
を
計
算
す

る
と
減
反
に
し
て
飼
料
作
物
を

作
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
と
思

う
ほ
ど
、
よ
う
や
く
米
の
価
格
が

上
が
る
と
思
わ
れ
た
今
年
、
原
子

力
災
害
に
よ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
な

ど
と
騒
い
で
い
た
の
に
一
瞬
で
吹

き
飛
ん
だ
。

　

考
え
て
も
仕
方
な
い
。

　

私
た
ち
一
般
の
村
民
は
自
身
の

こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
周
り
の
こ

と
ま
で
は
気
が
つ
か
な
い
時
も

多
々
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
お
願
い
な
の
で
す

が
、
議
会
の
方
々
は
各
種
研
修
会

等
に
参
加
さ
れ
て
、
見
識
あ
る

方
々
ば
か
り
と
思
い
ま
す
の
で
今

回
の
よ
う
な
原
稿
の
依
頼
の
時
は

文
書
一
枚
持
っ
て
く
る
の
で
は
な

く
議
員
自
ら
話
を
聞
い
て
村
民
と

接
し
そ
の
内
容
を
記
事
に
し
て
掲

載
す
る
よ
う
な
形
も
良
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

稲
作
農
家
の
私
と
し
て
は
、
少

し
前
ま
で
は
収
穫
し
た
米
が
出
荷

で
き
る
か
結
果
が
出
ず
心
配
し
な

が
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

幸
い
大
玉
村
は
米
の
出
荷
問
題
な

し
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
の
時
期

は
一
番
忙
し
い
時
期
、
朝
か
ら
晩

ま
で
外
で
仕
事
、
春
先
に
は
セ
シ

　

今
年
も
収
穫
の

秋
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
放
射
性
物
質

で
汚
染
さ
れ
た
大
地
か
ら
収
穫

さ
れ
た
作
物
の
安
全
性
に
不
安

が
残
り
ま
す
。
損
害
賠
償
も

遅
々
と
し
て
進
み
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
私
た
ち
は
こ
こ
大
玉
村

で
生
き
て
い
く
の
で
す
。
こ
こ

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
自
分

達
が
出
来
る
こ
と
を
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
始
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
も
改
選
後
の
新
し
い
構

成
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
議

会
だ
よ
り
は
、
議
会
の
様
子
を

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
す
る
と
い
う
方
針
で
編
集

し
て
お
り
ま
す
。
よ
り
読
み
や

す
い
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
く

た
め
に
広
報
委
員
一
同
努
力
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

意
見
や
ご
要
望
な
ど
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
今
後
と
も
ご
愛
読
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

村政を知るよい機会です。―――
お気軽に傍聴してみませんか？

12次の議会は	 月です
問い合わせ先…

議会事務局　TEL.48－3131［内線270］

今井雄治さん

い
ま
思
う
こ
と

村
民
の
声

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

委
員
長
●

武
田　

悦
子

副
委
員
長
●

菊
地　

利
勝

委
員
●

鈴
木　

康
広

委
員
●

押
山　

義
則

委
員
●

佐
々
木
市
夫

委
員
●

遠
藤　

義
夫


